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1 経営学の基礎理論を求めて・H ・H ・-…・・・……山本安次郎


























































4) 湯川博士は rw基礎物理学とは伺か』とL、う聞に対して 私はいつも『基礎のはっきりしない
ところを研究するのが基礎物理学だ』と答えることにしています」という。 r現代科学と人間」
290ペー ジ。
5) 中山三郎j 開放経済下の企業における人的体制U. r土方成費博士喜寿記念論文集J (昭和42年




















仏) 事業革新に対応する企業革新， 経営革新の進行1830 ピヅグ・ピジネ九
世界企業の成立，発展。





6) (1)(2岡市)の引用は， McGregor， D.， Leadership and Mulivat叩.1966， pp. 21-22による。
7) 拙著「経営学の基礎理論J334ペー ジ以下参照。
8) Cooper， Leavitt， Shelly (eds.)， N，ιω Perspective in 0'1';.“制zationResearc;h， 1'064， p.1 
9) 樟田真散「年功的的労使閣時論J (昭和43年1月)参照。
10) この点、については，拙著「経宮学要論J180ベー ジ臥下参照。


























12) Rlebe!， p" Die Elastizitat des Betriebes， Eedrage zur betriebs間的ckaftlichenFo町加昭，
Bd. 1. 1954， Geleitwort 
13) Bennis，W. G.， Ckanging 0暗酬Z叫 0仇 1966，Preface， vli 
14) Btnlllis，ο'p. at.， p.81位組織の計画的壷革に行動科学の適用そ説くのである。
15) 拙著「経営学の基礎理論」第3篇経営学と経営組織論，表明。
経営学の基礎理論を求めて (245) 
メリカ経営学界における学派について， (1) 経営過程学派， (2) 経験学派， (3) 
人間行動学派， (4) 社会体系学派， (5) 決定理論学派， (6) 数理学派の 6つを












できる。例えば， リカートは経営の基本構造を System1， System 2， System 
3， Syste田 4に分け，その性格を次のように規定するL目らすなわち，経営構造
は根本的に権威的 (authoritative) と参加的 (participative)とに分れ， System 
1と2は権威的， System4は参加的， System 3は中聞の諮問的 (consultative)
とする。 また権威的も System1は，搾取的 (exploitiveauthoritative)， 2は






17) サイモンのター ンツ批判についてはj よ謁拙著第 3章参照。
18) Likert， R.， The Human O-rga刑 zation. Its M刷協geme叫四dValue. 1967. p. 3 f.; New 




























20) 拙稿 経営学か経官経商学か， rPRJ第6巻第9号 f昭和29年 9月)毒照。
21) t.'l'i1高，桂営管理学か経営学か 雲嶋教置の再批判に答える ， r経済論叢」第四巻第1号事照。


























22) r経官学」を端的に表現する国際語が存在しない。ドイツ語.英語J プラYス語J みな異なり
それぞれの言葉でも品ずしホ統一されていない。





























24) Gutenberg， E.， Die U.ηternehmung als G申叫醐dbetriebsw~rtschaftlicher Theorie， 1田9.S 
26.この恒定は伝統的企業理論の特色である。





























りカでマ不クメントは gettingthings done by people叫を意味し，マネジメント・フ




'28) Gutenberg. E.， U叫ernehmensfah刊現g.Orga刑田市onund Entscheidung， 1962，小11 ー神
訳「企業の抵織と意思決定」参照。
'29) Cyert and March， A nohavior叫 Theoヴ 01tlte Firm，1963; t出荷j 組払理論の展開と経苦学
への動向一ーサイヤート マーチの所論を中心に一一「ビジネスー νピュー J第15巻第1号審照。
30) Koontz and O'Donnel， Pl州協ples01 Ma附 geme叫 2nd ed.， 1959， p. 23;拙著「フ ιイヨ
ル管理論研究」昭和30年参照。
31) Gullick. L and n刊 vick，L (ed!':.) ， Pape内側 thf! Sd.enc~ ()fバdmi側 ，ctrati(J牝 19:.n
'32) Koontz， H.， Toωard a U叩 iftedTheoり 01Managemenl， 1964， p. 3 




































36) その詳細は，日本経営学会編「経営学論葉」第1輯，同文昭 J 昭和 2年，平井編「経営学辞典』
昭和27年村本福松，正しい経営学. r新組行実務」第169号など参問。






























38) 世界恐慌後j 満洲事置の起った年である。岩尾純裕J マルクス主義経営学派. r現代の経営学
説」有斐閣現代経営学基礎講座，第5巻は，このような事実の分析からマノレグス主義経営学成立
の必然性巷説いている。


































44) 谷口昔葺a 商業の本質及び商業経営学に就いて， r経済論叢」第30巻第1号，後?と「商業組織
の韓殊研究Jt，収晶される。これが中西教授に批判されj 方法論争をひき起すこととなる。当時
の「経済論叢」や「経営と経済」などを見ればJ 経営学に対する興味が知られる。
45) Rieger. W.. Einf:μhr附g 偶必， pωvatwirt!ichajtsleh仰 1担8 この l~， 拙著「経営学本買論」
42ページ以下審問。
46) ζ れはワルプのリ ガーの私経済学の著評の言葉である。よ掘拙著車問。
47) 武村勇，経営学における個別資本運動説の系譜， r神戸外大論叢」第7巻第1-3号(昭和31年
6月)， 280ヘジ。






















価値増殖過程として見るとき，これが(1) 自由ならざる点において， (2) 意識的ならざ




48) 中酉寅雄「経営経済芋」序言， 1ベー ジ。




51) 上掲書， 2ペー ジロ
52) 一仁掲書， 19ベ ジ。
53) この 3点が谷口論文の主張で，中西教授はこれを否定するの Cめる。




































，60) 拙稿 馬場敏治博士とわが国の経歯学， r彦根論叢」第83.84合併号』昭和田年12月j 毒照。






















































62) McGregor， D.， The Human Sideザ Enterprise，1961 とれは種々 の論文集に収録されてし、
る。ここでは，L師 dershit酎 ldMotivation， p. 4 から号|用。























63) Hicks， The Managementザ Org創刊叫ons，1967， p. 327 f はアメリカ経営学を 4期に分け
ている。しかし前史を除けば 3期となる。このことを考揮して抽薯「経営学本賞論Jにおける時
代別を 過渡的な第2期を入れて， 3時代別仁倍Eしたい。
64) 科学的管理法における motionstudyや timestudy は元より j 科学的管理法の 4原理も
iunctional fore田町lshipの組織原理とし、えるのである。
65) テイラ は doingと th，叫山'gとを分離して，労働者は doingの遣具となることを求めた。
Taylor， F. W.， The Pt問(;~ptes 01 SciM山'ficMωiag.抑制t，1911， pp. 36-37;北野利信「現代経
営のピジ事シ」昭和40年， 21ページはこれを「労働者牛馬論」と呼んでいる。



























67) Koch， E. G.， "Three .Approaches to Organization，" HBR， March-April 1961， p.36 
~B) 拙著「経歯学の基礎漣論J267ベジ以下参問。






(b曲目iOTo.，ltheory of organization) とならざるを得ない。このような傾向は相
当以前から見られたのであるが，これを統一的に担論化L，組織理論の発展ヒ
革命的役割を演じたのはパーナード (Barnard，C. 1.， 1886-1961)である町。これ





















.72) Barnard目 op.cit.， p.187 























73) 例えばマグレガ のX理論に対するY理論!マーチサイそンのマジン モデルa モテ 4グェ
ジョン モデノレに対する行動科学的モデルなどこれである。 McGregor，op. Git.， pp. 5-20肋
March and Simon， .Organi.zations， 1958， pp. 6-7 
74) パナ ドは管理作用の対立する 2側面 論理的側面と倫理的側面 を指摘し，前者団管
理過程の問題，後者は管理責任の問題とし 「組織の継続性は，その道徳佳の高さに比例し，ー
高速な理想が協働継続の基礎である」とし、う。 op.cit.， p. 282 
75) Likcrt， R.， NtJw Pa#el'問。'fMa叩 g'例閥均 1961，p. 195 f 拙著「桂営学の基礎理論J228え
ジー，第5匪lの解説，参照。 Likert，The Human 01'g'.tn客zation，1967，もこれを説く。
76) この点!拙著「噌訂経営管理論J149ペー ジ注⑫参照。






















































79) DIU<，;kt:l， P. F.， The L酬仇路arks01 1οmorrow， IIeinern.ann， 1957， p. 1宣，邦猷「変親する
産業t上会J9ベー タ以下参照。
8叫 CulliloIl， J 、N...， Thioktng Ahead; Age of Syl北hesis，"IIDR， SeptembeT-OctobeT 1962， 
p.38ff.;北野刺信「現代の経営ピジョゾJ105ペー ジ以下参照。
81) 百田哲学の理解は困難であるが少くとも「哲学論文集」第1，第2だけでもj ドヲッカ の
要求する「新しい哲学Jの要求に十分応えうるものと恩われる。われわれはこれを経営学哲学と
読むことができるのである。












































































84) 拙稿j 組織理論の展開と経営学、の動向 ザイヤ トーマ チの所論を中心仁一一. rビシ
ネス レビュー J第15巻第1号j 怠照。
S5) 佐々木吉郎経営経済学から経営学へ 経営学の歩み，日本経官学会嗣「マーケテ 4γグと
経営学」ダイヤそシド社，昭和42年， 175ベタ審照。
